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はじめに

本学は、2007年10月、創立125周年を迎えた。創
立125周年を迎えるにあたり、同年4月、総長、理
事会より図書館長に対し「21世紀の教育研究グラ
ンドデザインの達成内容と今後の検討課題」が提
示された。ここでは、創立125周年を迎える2007年
度までの達成目標を述べた「グランドデザイン」
を総括するとともに今後10年間の達成目標にかか
わる理事会の基本的な考え方が説明され、これと
の関係において今後の総合大学としての図書館の
あり方についての基本的な考え方が諮問された。

図書館においては、図書館長の諮問機関である
図書館協議員会において意見をとりまとめ、7月の

「中間報告」をはさんで2008年2月に『「Waseda
Next 125」と図書館の戦略的課題』と題した最終
的な「答申書」を総長に提出した。この間、10月
には『「Waseda Next 125」中間報告に関する理事
会の基本的な考え方』が提示され12月の全学の教
職員に対する説明会をはじめとしてさまざまなチ
ャンネルで意見聴取がすすめられた。図書館にお
いても答申をとりまとめるにあたり、図書館職員
をはじめ図書館協議員をつうじて可能なかぎり関
連する教職員の意見集約につとめた。

以下では、図書館答申の概要を示し、あわせて
これにもとづく直近の図書館の取り組み（2007～
2010年度）について報告する。なお、「Waseda
Next 125」については、http://www.waseda.jp/
keiei/next125/index.htmlをご参照いただきたい。

１．「Waseda Next 125」と図書館のミッション

図書館は、学術情報基盤の要として、利用者が必要

とする図書館情報資源の構築と図書館サービスの

充実および学術情報受発信機能の強化を通じて、

「Waseda Next 125」が掲げる「早稲田」から

「WASEDA」を実現する。

２．「Waseda Next 125」と図書館の戦略的課題

（１）図書館は「教育の早稲田」を実現するために：

・教育、学習支援に必要とされる情報資源を的確に

提供する

・教員、学生による情報資源の利用を積極的に支

援、推進する

教員、学生による学術情報資源の有効な活用を
積極的に支援し、基盤的教育の充実を図るために、
学部、大学院、オープン教育センター、メディア
ネットワークセンター、遠隔教育センターなどと
連携して、全学的な図書館情報リテラシー教育の
展開を推進する。特に、入学後の出来るだけ早い
機会に、情報や情報手段を分析的・批判的に評価
し、主体的に活用できるための基礎的な資質に働
きかけていくことが教育分野においては重要であ
り、「自学自習」には不可欠である。
・学生の「自学自習」を支援し、充実した情報資源

の利用を高めるサービスモデルを実現する

・図書館職員の教育現場へのより直接的な参画を

実践する

学生の「自学自習」に対応して、全学を対象と
した汎用的な図書館情報リテラシー教育に加え、
学部、大学院等との連携のもと個別的なニーズに
応えるサービスモデルを構築する。また、ここに
おいて図書館職員の教育現場へのより直接的な参
画をめざす。例えば、本学の充実した学術情報資
源をいっそう身近なものとするために、古典籍総
合データベースを活用した教材を教員と協働して
提供することや、ネットワーク環境下における非
来館型の図書館サービスとして、オンラインレフ
ァレンスなどの新たな利用者接点サービスを積極
的に展開する。
（２）図書館は「研究の早稲田」を実現するために：

・学術情報資源の収集・提供の充実をはかる

研究者が必要とする学術情報資源をより有効に
かつ迅速に収集・提供するためのIT環境・施設的
環境の整備や図書関係予算諸制度の見直しを進め
る。とりわけ、早稲田キャンパスにおける研究支
援体制のいっそうの改善・強化を図ることを目的
として、高田早苗記念研究図書館（以下高田記念

「Waseda Next 125」と早稲田大学図書館の戦略的課題について

中 元 　 誠（図書館事務部長）
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図書館）を組織的中核とした施設的環境の整備を
重点課題とする。
・研究者支援体制を強化する

個々の研究者へのより直接的な研究支援体制を
強化し、生み出される研究成果（学位論文・学術
論文など）に対して統合的なマネジメント支援機
能（学術情報資源の保存と発信の実現など）を有
する「リエゾンライブラリアン制度」を確立する。

「リエゾンライブラリアン」は、研究、教育へのよ
り直接的な関与を通じて広範な研究教育支援を実
現する。また、メディアネットワークセンター、
研究推進部、大学出版部などの学内関連諸機関と
も緊密な連携をとりながら、図書館に期待される
役割、例えば、研究活動に対する組織的なサポー
ト、若手研究者の育成支援、分野横断的プロジェ
クト管理、研究評価、研究成果の保存・発信およ
び教育への還元などに応えていくための機能・体
制を整備する。
（３）図書館は「開かれた早稲田」を実現するため

に：

・本学の研究成果、教育資源、文化資源の発信

を積極的に支援、推進する

本学が有するあらゆる研究成果、教育資源、文
化資源を広く社会に還元するために、文化推進部
や文化推進会議との連携のもと、本学の学術情報
発信基盤の整備を推進する。また、本学の国内地
域連携、さらにアジア太平洋地域を中心とした国
際連携における今後の事業展開を念頭に、図書館
が果たすべき役割と取り組むべき実践的な課題に
ついて検討する。
・開かれた図書館としての適切なサービスのあ

り方を検討する

校友会等と連携して、校友、在学生家族をはじ
めとしてより多くの人々に対して、より広範かつ
多様な図書館サービスを提供する。また、学生、
教職員への利用サービスを中心としたうえで、地
域等への適切なサービスのあり方を検討する。
（４）これらを支える「図書館」を実現するために：

・財源の安定的な確保をめざし、図書関係予算

の効率的な運用体制を確立する

・図書館諸制度、システム、IT環境の改善に主

体的に取り組む

・より高度なスキルと知識を持ち、図書館サー

ビスの中核的な役割を実践できる図書館職員

の育成と若手研究者との教職協働を実現する

今後の図書館における戦略的諸課題に対応する
ため、基礎的な調査、研究、開発などに図書館自
身が主体的に取り組み、改革に向けた様々な諸施
策を提言していくことを目的として総合研究機構
などと連携して、図書館内に、研究開発部門を設
ける。そこでは、高度な知識とスキルを持ったリ
エゾンライブラリアンと、若手研究者が協働して、
高度情報化社会や知識創造型社会に対応した図書
館機能の強化・充実に向けた基礎的な調査、研究
を行う。

３. 図書館サービスの改善と諸課題

以上に述べた図書館のミッションと戦略的課題
への対応に向けて、この間の図書館サービスの改
善の概要と取り組むべき当面の諸課題（短期的諸
施策：2007～2010年）を概観する。
（１）施設的環境の改善（Library as place）

・図書館利用環境の維持、改善と適切な図書館

資料収蔵スペースの再配分、拡充をはかる

図書館による新たな学習支援サービスモデルを
施設的に実現するために各キャンパスにおいてス
チューデント・コモンズの整備を開始する。スチ
ューデント・コモンズにおいては、学部・学科横
断的なグループ学習の場（コモンズ）としての活
用に加えて、学生が習得すべき基本的なリテラシ
ー（リーディングスキル、ライティングスキル、
情報スキル、プレゼンテーションスキル等）に関
するサービスを、そこに常駐する図書館職員なら
びに専門の職員(ITセンター・他)から、日常的か
つワンストップで提供する。また、各学部との新
たな教職協働の具体的な枠組みとして、助教・助
手、博士課程大学院生等による研究者の立場から
の学習支援サポートも実施する。

高田記念図書館は、早稲田キャンパスの各教員
図書室等の蔵書を共同管理すると共に各教員図書
室との一体的な運営を基本方針とし、1994年に開
館したが、その後、施設的な改善、拡充がほぼ困
難な見通しとなっており、同館および各教員図書
室における書庫の満杯状況の解消が喫緊の課題と
なっている。関連する各教員図書室が現在、所蔵
する雑誌コレクションを施設的に集約することは、
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全学の共同利用の観点からも重要な図書館施策と
考える。また、同施設の拡充と並行して、関連す
る各学術院、研究科等とのいっそうの連携、協力
体制のもと、大学院学生、研究者を対象としたサ
ービス体制の組織的整備（高田記念図書館の機能
強化）についても施設的環境の改善策の一環とし
て取り組んでいく。
（２）図書館情報資源の充実と拡充（Contents）

・教育研究活動を基盤的に支援するために必要

な図書館情報資源の構築を推進する

（図書関係予算制度の見直し）
図書館における学術情報の受発信基盤の強化、

拡充をさらに推進するためには、財政的な基盤の
整備（図書館予算制度の構造的見直しや外部資金
調達）をはじめとして、これまでの図書館諸制度

（図書館サービスを提供するための制度的な枠組
み）の抜本的な見直しは不可避である。この間の
電子媒体資料の導入整備状況と学内の研究・教育
体制の整備状況を踏まえ、大胆な制度の見直しが
必要である。

（データベース、電子ジャーナル導入にかかる図書
館コンソーシアムの構築）

本学図書館は、電子ジャーナル、データベース
導入にかかわる公私立大学図書館コンソーシアム

（Private & Public University Libraries Consortium,
PULC）の運営において幹事会事務局として各出版
社との交渉の窓口となるなど中心的な役割を果た
してきた。今後とも国内、海外の諸コンソーシア
ムとの連携強化に向けて積極的な役割を発揮する
と共にスケールメリットを活かした電子媒体資料
導入のコンソーシアム契約交渉を継続的に実施す
る。

（古典籍総合データベースの構築）
2005年度より5ヵ年計画により本学中央図書館が

所蔵する和漢の古典籍約30万冊を目録所在情報と
共に全文を電子化しデータベースとして学内構成
員はもとより広く社会に公開することとした。さ
らに、2008年度までの古典籍総合データベースの
構築の実績をふまえ、コンテンツのさらなる充実
とあわせて2009年度より本データベースの利用と
普及に主眼をおいた新たな事業展開をはかる。そ
の事業展開の一環として、これまでのデータベー
ス構築に主眼をおいた「プロジェクト室」の体制

から、関係する学術院、教員との本データベース
利用を中軸とした新たな連携の体制へと軸足を移
行させる。すなわち、協力教員と図書館職員の連
携・協働による同データベースの授業等への活用
を2009年度中に具体化する。

（学術機関リポジトリの構築）
2005年度より学内で産み出された教育研究成果

を図書館に設置されたリポジトリ（格納庫）に電
子媒体により蓄積し広く社会にむけて公開するこ
ととした。初年度より、各学術院等から刊行され
てきた紀要に掲載された学術論文を組織的に電子
化し、公開を始め、現在も継続的に事業を展開し
ている。また、新たに開発、ベータ版のリリース
を予定している「紀要等編集査読システム」や上
で述べた「古典籍総合データベース」の中期的な
展開との関連で、教員、研究者とのいっそうの連
携をはかる趣旨から、今後の教育研究成果の電子
的な蓄積と発信の具体的な展開について組織横断
的な検討を進める。また、成果発信の強化の視点
からリポジトリ構築と並行して開発されたオンラ
イン・ジャーナル・システム（OJS）の学内関係
箇所への普及、実装をすすめる。具体化の手始め
として、図書館刊行物の電子ジャーナル化を2009
年度に実施する。また、本システムの実装を前提
として、出版企画委員会等とも密接な連携をはか
りながら新たな成果発信媒体の創出を図書館のイ
ニシアチブによりすすめる。
（３）利用者サービスの充実と拡充（Services

at anytime, anyplace）

・利用者ニーズに対応した図書館サービスの拡

充、充実をはかる

（アクセスの改善と利用者接点業務の再構築）
電子ジャーナル、データベース導入の拡大、利

用の浸透と歩調をあわせアクセス環境の改善を経
常的にすすめてきたが、より一層の利用の拡大を
はかることを目的として図書館情報リテラシーの
取り組みを強化する必要がある。この間、オンラ
インチュートリアルのコンテンツの拡充、学術情
報検索ポータルの見直し、利用者来館型における
接点業務の改善や利用者のアクセス環境の多様化、
進化に対応した新たな利用者接点業務の創造、再
構築などに取り組んでいる。特に利用者の多数を
占める学部学生に対する教育・学習支援の観点か
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ら、図書館に期待される新たな役割の具現化や各
学部において展開される教育研究活動と図書館サ
ービスのより密接な連携の実現を目的とする「学
習支援連携委員会」を2008年度に設置した。本委
員会では、学部学生に対する学習支援の一層の充
実、強化をめざし、各学部に所属する若手研究者
と図書館職員の新たな協働体制の構築を念頭にお
き、各学部と図書館の連携による新たな学習支援
の枠組みについて検討を開始している。また、「学
習支援連携委員会」の設置とあわせて、ここにお
いて検討される各学部との連携を具体的に実現す
ることを目的として利用者接点業務にあたるすべ
ての図書館職員を「アカデミック・リエゾン（学
習連携支援担当）」として、その役割を位置付け、
関連するメディアネットワークセンター、オープ
ン教育センターや遠隔教育センターなどと密接な
連絡調整をはかりながら各学部と連携による企画
の策定、実施までの業務にあたることとした。

（開館・開室時間の延長、開館・開室日数の拡大）
各キャンパスや設置箇所の諸事情により、各図

書館、図書室、読書室等の開室日数や利用時間は、
個別に定められていたが、段階的な見直し、改善
を経て、2007年度より中央図書館の開館時間延長

（21時→22時）と日曜開館日数を拡大（33日→36日）
し、年間の開館日数を310日とした。また、早稲田
キャンパスの学部学生読書室においては、WINE
ネットワーク参入や利用規則の平準化などの成果
を踏まえ、貸出、返却を中心としたカウンター業
務および書架整備業務などの定型的基盤業務につ
いて、各学部と調整を取りながら高田記念図書館
を中心とした一体的な業務委託体制を構築し、開
室時間および開室日数の拡充、平準化を推進して
いる。また、これら整備の進捗と歩調をあわせな
がら、今後、サービス業務総体のあり方に関する
評価、点検、改善を継続的に実施したい。
（４）図書館組織の再編（Personnel）

・諸課題の実現を担う図書館職員の育成をすす

める

（図書館組織の再編）
図書館業務処理体制の見直しについては、2003

年度より図書の発注、受入、目録業務に関わる共
通業務の集約化を主軸として「資料管理課」の設
置など、図書館組織の再編、業務処理体制の整備

を行ってきた。2005年度では、早稲田キャンパス
における雑誌管理業務の集約化を視野に入れた見
直しを進め、2006年度より雑誌課業務を「資料管
理課」に統合した。また、電子媒体による学術情
報の受発信基盤の要として、図書館が積極的な役
割を担うことを目的に「学術情報課」を「情報管
理課」へと改組し、電子媒体による情報基盤整備
に一元的、集約的な対応が可能な体制とした。ま
た、上で述べた「アカデミック・リエゾン（学習
連携支援担当）」制度の創設と関連して、「総合閲
覧課」においては、アカデミック・リエゾン制度
の中核を担う部署として全学に焦点をあわせた業
務分掌とし、2009年度より「利用者支援課」とし
て再編することとした。

（図書館職員の育成）
図書館の組織再編と共通的諸業務の集約化にあ

たっては、アウトソーシング手法を導入し、効率
化を図りながら一体的な図書館サービスの改善を
実現してきた。しかし、一方で、とりわけ基盤業
務に関わる業務処理体制にアウトソーシングが浸
透していくことに伴い、専任職員業務のコンピテ
ンシーともいうべき中核的業務ないし職務の輪郭
が現場レベルで不明確になってくるという事態を
生じつつある。紙媒体による蔵書の保全、管理、
提供にかかわる基盤業務の見直しや継承すべきス
キルの検討と併せて、新たな環境に対応する専任
職員の中核的業務ないし職務、役割について中・
長期的な視点から検討を深め、目指すべき図書館
員としての方向性を具現化する必要がある。当面、
図書館職員の育成に必要な諸条件（適切な年齢構
成や要員数、業務処理体制や図書館組織のあり方
等々）や図書館職員に関わる労働市場の動向など
についての検討を進め、大学全体の職員人事施策
との整合性も勘案しながら、図書館職員に関する
諸施策を具体化する。

（『丸善 ライブラリーニュース』第7・8合併号（2009.11）か

らの転載）
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2009年4月、図書館組織の改変が行われました。
「学習支援連携委員会」の設置を受け、そこでの検
討事項の具体化を目的として「アカデミック・リ
エゾン」制度が発足しました。その中核として、
中央図書館の総合閲覧課を改組して「利用者支援
課」が設置され、この課のスタッフと、キャンパ
ス図書館、及び各教員図書室等の担当者とを新た
に「アカデミック・リエゾン」という呼称で位置
づけました。これは、当館が提示した「『Waseda
Next 125』と図書館運営にかかる諸施策（実行計
画）」の一つの柱を実現するものといえます（概要
は本誌中元氏論考を参照）。

利用者支援課は、従来の総合閲覧課が担ってい
た中央図書館におけるレファレンス業務を引き続
き担当するとともに、最近ではWasesda-net portal
からオンラインでの質問も受付けるようになり、
その方面も拡充しつつありますが、近年強まって
いる学習支援への要望にも効果的に対応できるよ
う新たな役割を与えられました。すなわち、全学
に対する図書館情報リテラシーに関わる企画の策
定・連絡調整・実施を担うこととなり、学術院規
模での演習科目（図書館情報リテラシー関連部分）
への全面的協力（後掲報告参照）や、個別の授業
やゼミへの支援を通じて、すでに動き始めていま
す。

上述「諸施策（実行計画）」では、利用者支援に
関して新たなサービスの展開を構想しています。
以下にその概要を示します。

・利用者が図書館により提供される資料を最大

限活用できるための支援

・学部および修士課程学生の情報スキルの習得

支援（リーディング、ライティング、プレゼ

ンテーション等の諸スキルとの関連において）

・学部・学科横断的な学習環境を支えるプログ

ラムの構築

これらには、図書館の枠を超えた場で、とりわ

け学術院との緊密な連携によって遂行されるべき
課題が多く含まれます。図書館においても、利用
者支援課のみで自足することは可能でも望ましい
ことでもなく、学術院の教育研究を直接サポート
する使命を担ってきた各キャンパス図書館（早稲
田キャンパスにあっては教員図書室等も）との強
固な協働があってはじめて可能となる取り組みと
いえます。

本学では歴史的に、学部教員図書室のような各
箇所の図書室が、箇所それぞれの教育研究に応じ
たサービスを担ってきました。そこに配置される
スタッフは、バックグラウンドが当該分野と一致
するとは限りませんが、業務や研究者との接点を
通じて主題関連文献について現場で学ぶことによ
り、必要な知識・技能が養成されてきたという
足跡
そくせき

があります。それらスタッフは、各箇所の教
員および学生と良好なコミュニケーションを築き、
主題に即したきめ細かなサービスに努めてきまし
た。今日、人員と業務の集約化の中で、各箇所に
潤沢なスタッフを配置するのはもはや困難になっ
ていますが、「アカデミック・リエゾン」制度は、
各キャンパスおよび中央図書館を核として、教育
研究現場に依拠した質の高いサービスを行おうと
企図しています。

たとえば、2009年度の基礎演習科目への支援
（利用者支援課発足直後の行事）では、文学学術院
については戸山図書館と中央図書館、政経学術院
については同じく中央と高田記念図書館が主とし
て関わるというように、図書館側も箇所に応じた
サポート体制で臨みました。早くも「アカデミッ
ク・リエゾン」が具現化したということができま
す。

上述の、授業へのいわば機関レベルでの大規模
な協力とは別に、個々の教員の求めに応じてクラ
スやゼミ単位で講習会等を行うことも、重要なサ
ービス機会ととらえています。図書館では従来か
ら、そうしたご希望にはなるべく応じるようにし
てきましたが、「アカデミック・リエゾン」制度の

「アカデミック・リエゾン」と利用者支援課の発足

金 子 　 昌 嗣（図書館事務副部長兼利用者支援課長）
（＊2009年12月より文化推進部事務部長）
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もとで最大限に対応できるように、組織的な連携
も含めて体制を強化しつつあります。そうした機
会では、教員・学生と図書館スタッフとの距離が
さらに短縮されて、図書館やデータベースなどの
情報源をより身近に感じていただける点において、
この上ない効果があると考えています。今年度は
これまでのところ、戸山、西早稲田キャンパスの
各学部、さらには教育、社会科学、国際教養学部、
および大学院情報生産システム研究科とファイナ
ンス研究科（それぞれの新入生対象）、またライテ
ィングセンター（チューター対象）、などで実施し
ています。

基礎演習にしても個別支援にしても、終了時に実
施するアンケート結果によれば、担当教員からも学
生からもかなり好評であることがわかります。図書
館や情報検索などについて、知らないことを学びえ
た喜びが、アンケートの記述回答からうかがえるこ
とが少なくありません。もちろん改善すべき点につ
いてのご指摘もあり、アンケートは発奮材料である
とともに貴重な指針ともなっています。

アカデミック・リエゾンの活動で、今後の強化

を考えているのは、情報の探し方に関する文字通
りの「情報発信」です。もちろん、講習会はその
ためのよい機会となりますが、効果の及ぶのは参
加者に限られます。より多くの利用者に対しては、
やはりWebを使っての案内が有効であるという考
えから、図書館のサイトに「リサーチNAVI」と称
する解説記事シリーズを掲載し、それを充実させ
ようとしています。担当者が原案を作成すると

（それ自体が重要な勉強の機会）、それについて同
僚どうしで活発に意見を出し、改善に努めていま
す。利用者支援課業務のもうひとつの柱であるレ
ファレンスサービスの蓄積の「蔵出し」、という意
義もそこには含まれます。

授業への協力とWebを通じての情報発信につい
て述べましたが、アカデミック・リエゾンの活動
はこれらに限定されるべきものではありません。
学術情報やそれを取り巻く技術、また学習と研究
のスタイルが変容していく中で、研究者ならびに
学習者をどのように有効に支援できるかが問われ
続けるものと考えています。 （2009年11月記）
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2009年度より政治経済学部で新しく始まった総合基
礎演習αの授業に協力させていただいた。この演習は
1年生以上を対象に、基礎的な学問の作法を習得する
ことを目的として、半期15回の授業で構成される選択
科目で、履修後は総合基礎演習βを受講することがで
きる。1クラスの上限は18名で、クラス数は前期が46

（751名）、後期が2（19名）であった。
15回の授業のうち、第2回と第9回を「図書館リテラ

シー1、2」として図書館の利用方法や情報の収集の
仕方を学ばせたいというのが学部側の希望だったので、
数度にわたり学部（教務担当教員と事務所担当者）
と図書館で授業内容・講師・教室等について打ち合わ
せを行なった。その結果、まず1回目の授業では実際
に中央図書館に足を運んでもらい、AVホールで図書館
の概略や図書館システム（WINE）の使い方について
講師からパワーポイントを使用しての説明を受けた後、
館内ツアーで実際に館内を歩いて慣れてもらうこととし
た。また2回目の授業では、情報検索の基本的なスキ
ルを身につけさせるため、主としてPC教室で授業を行
ない、PC教室を確保できないクラスについては、紙媒
体の図書館資料を使っての情報検索の演習を行ない、
講師は担当教員の管理の下、1、2回とも図書館職員
が行うこととした。

図書館側の役割分担では、学部との交渉の仲立
ちは高田記念図書館が行い、授業内容の詳細の決
定、資料準備、マネジメント、講師・ツアー担当
は主として利用者支援課で行なった。

導入教育的な授業への図書館の協力という意味
では、すでに所沢キャンパスや文学学術院では数
年前から図書館・情報リテラシーの授業を行なっ
ているが、早稲田キャンパスにおいては単発の授
業支援を除いては、図書館企画のオリエンテーシ
ョンや情報検索講習会を行なってきたのみであり、
それも参加者の減少もあってここ数年はほとんど
行なわれていない。その点で今回の学部の授業に
協力する形でのリテラシー授業の実施というのは

大変画期的なできごとであった。折りしも、図書
館が学習支援連携を前面に打ち出し、アカデミッ
ク・リエゾン制度を新設し、学部等からの支援の
要請にできる限り協力したいという積極策に転じ
たこともあり、そのタイミングで申し出を受けた
ことは双方にとって大変幸運であったといえる。

図書館・情報リテラシーの必要性が高まってき
た理由は、何よりもWEB上の玉石混交の膨大な情
報と、質の見極めもせずにそれを使用し、あまつ
さえ剽窃という認識もないままコピー＆ペースト
で論文を作成してしまうような昨今の風潮に対す
る危機感であろう。何でもWEBで探すことに慣れ、
本で調べるなど面倒とばかり、3、4年生になるま
で図書館へは行ったこともない学生もいるという。
今回のように1年生のうちから図書館に親しませ、
またWEBでの学術情報検索の基本を学ばせる授業
は、この点時宜にかなったものといえる。

前期授業実施後のアンケートによれば2回とも概
ね好評であった。しかし、いくつか課題が残った。
まず図書館ツアーであるが、短期間に多数のツア
ーが集中し館内に若干の混雑が生じた。ツアー担
当者の確保と共に、次回に向けて対策を検討する
必要がある。次に情報検索の授業では、学生にも
っと身近に感じてもらうために、授業のテーマに
即した検索語などについて教員から積極的にアド
バイスをもらえるとよい。また、習得させるべき
情報検索の内容やスキルは明確なので、クラスに
よっては担当教員が自ら授業を行なったり、学術
院の助手やＴＡが講師を担うなどの方法があって
もよいだろう。

将来的には他の学部とも連携し、さらなる学習
支援の拡大を目指すべきである。学部生の多さに
比して図書館のマンパワーには限界があるが、効
率良くかつ満足度の高い支援の方策について工夫
と検討を重ねていきたい。

政治経済学部の総合基礎演習αへの授業支援

仁 上 　 園 子（高田早苗記念研究図書館担当課長）

〈事例報告①〉
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文化構想学部・文学部の必修科目として導入さ
れた基礎演習科目は、学部要項に「文章・論文の
書き方を中心に、文献の調べ方や論理的な思考方
法、プレゼンテーションの方法など、人文科学を
学ぶ上で不可欠なスタディスキルを徹底して身に
つけるための科目です」と記されている。

文献といえば図書館であり、今回の授業支援も
図書館を使いこなすことが基礎演習の目的に合致
すると考え、戸山図書館でこの部分の協力を申し
出たのが始まりである。

この経緯については「ふみくら」No.76（2008年
5月）に報告されているので、参照してほしい。

ここでは、一部重複するが、授業支援の内容と
その後の結果を報告する。

１．授業支援の内容

基礎演習データベースに掲載した「図書館の利用法」
を基にしたCourseN@viフルオンデマンド教材「図書館
の利用法」の内容は以下のとおりである。

第1部　図書館は知の宝庫
「情報リテラシーとは」～「レファレンス・

ブックスの利用」
第2部　図書の探し方
第3部　論文・雑誌記事・雑誌の探し方
第4部　新聞・新聞記事の探し方
第5部　学外資料の探し方
第6部　インターネットでの情報検索
第7部　図書館の便利なサービス
戸山図書館職員が希望する教員の求めに応じて

PC端末室や教室で説明した内容も基本的には上記
と同じだが、学生の習熟度を尋ねて不要な項目を
カットしたり、クラスの課題論文で検索するなど
して工夫した。

２．クラスへの授業支援

オンデマンド教材とほぼ同じ内容とはいえ、対
面ならではの良さもあるようで、授業支援を希望

したクラスは予想外に多かった。
表１　参加数

※延べでは65クラス。詳細は表2参照

2007年度は説明を希望された日時が重なったた
め、大教室に複数クラスを集めて戸山図書館職員
が説明する形をとった。

2008年度は大教室では画面が見にくい等の問題
があったのを反省して、クラスごとの実施とした
が、こちらの体制が戸山図書館職員4名のみだった
ため、1日1クラスの先着順受付とした。

2009年度は、まず教員への事前アンケートや、
合同クラス編成とPC端末室の確保に、戸山総合事
務センターの多大な協力を得た。さらに図書館に
アカデミック・リエゾン制度が創設されて、他箇
所の図書館職員がツアーの案内やPC端末室・教室
でサポートしてくれた。その結果、下記のとおり1
日3コース6クラス同時開催が実現できた。
表２　2009年度授業支援概要（2009年11月現在）

毎年、新入生により効果的な図書館情報リテラ
シーを身につけてもらおうと試行錯誤を重ねてい
る。膨大な資料や情報から的確な情報を効率的に
探す方法を身につけることは、今後の学業だけで
なくその後の生活でもきっと役に立つと信じるか
らである。

文化構想学部・文学部の基礎演習への授業支援

中 村 　 里 弥 子（戸山図書館担当課長）

〈事例報告②〉
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はじめに

図書館では、中央図書館を改修し「スチューデ
ント・コモンズ」を整備した。これは、今後早稲
田大学が取り組むべき方策を明らかにしたWaseda
Next 125を基に、図書館が策定した実行計画１）に
沿った改修であり、図書館が今後の施策の重点と
した「自学自習のための学習支援」を実現しよう
とするものである。

コモンズ２）は、昨今の大学図書館界ではインフ
ォメーション、あるいはラーニングといった単語３）

に続けて使われることが多く「今日、インフォメ
ーション・コモンズを抜きに学術図書館を建設、
あるいは改修する者がいるだろうか４）」と言われ
るほど、欧米はもとより日本でも盛んに設置され
てきた図書館内の新たな区画を言う。

この背景には、1990年代に資料の電子化、インター
ネットの普及、Webの出現が起きた後、アメリカの大
学図書館界で「紙か電子か」という議論とともに、図
書館自体が存続できるのかという問題意識が強く持た
れたこと、また、学部教育の新たなパラダイムシフト、
即ち学習理論が知の伝達から知識の創出・自主的学
習に移行してきた５）こと（具体的にはグループ学習が
増えたこと）などがある。これに対し図書館が「場とし
ての図書館」（library as a place）の視点から応えよ
うとしたものである。

以下に、2009年8月の夏季一斉休業期間中におこ
なった中央図書館のスチューデント・コモンズを中心と
した改修を簡単に紹介する。

《調査》

既にコモンズを整備している大学の中から、本年1月
にアメリカのワシントン大学オデガード学部図書館、ま
た、地理的に近いお茶の水女子大学を訪れ、それぞ
れ図書館員よりコモンズの良い点、ならびに改善点
を直接伺った。

様々なお話を頂いた中で、特に興味深かった点
は、ワシントン大学では学生が持ち込むPC用の電
源設置の拡充、お茶の水女子大学では明るい色調

のテーブル・椅子を調達したことである。両者と
も図書館員側の発想ではなく学生の意見を取り入
れたものだという。これに倣って、利用者視点を
コンセプトの中心におくことに決め、つい管理的
な発想に陥りがちな我々の戒めとした。

《場所とゾーニング》

今回の改修は、中央図書館入口（2階）近くの図
書カードボックスが設置されていた部分と隣接する情
報検索コーナーを合わせた場所、および1階、2階に
ある休憩室を対象とした。

カードボックスは、オンライン目録（WINEシステム）
が整備されたため、ほぼその役割を終えたと考え、利
用者のための新たなスペースとすることとした。ここは、
仕切り壁の無いオープン・スペースとなっており、人数
に応じて効率よくスペースを活用できる利点があるの
で、このままグループ学習の場とすることにした。グ
ループ学習の場は、例えば戸山図書館には12人座れ
る個室を二部屋用意し貸出ているが、グループの人
数がたとえ2人でも一部屋を占有してしまう。これに対
して、今回のオープン・スペースでは移動可能なテー
ブルを設置したことにより、1人から10名程度までのグ
ループに適宜対応できるものとなった。

しかしながら、オープンスペースでグループ学習、
つまり、多少の会話を許す場所とすることは、静かな
環境を保つ図書館と整合性がとれなくなるという問題
がある。これを解決するため、中央図書館を３つのゾ
ーンに分けることにした。会話が可能なグループ学習
のゾーン（オレンジ・ゾーン）、会話は不可だがPCなど
の機器の使用が可能なゾーン（グリーン・ゾーン）、会
話も機器の使用も不可の静かなゾーン（ブルー・ゾー
ン）である。

キャンパス内で静かな場所は図書館だけだという意
見や、同じ学生でもグループで学習する場合も一人
静かに読書する場合も多いとの見解もあり、オレン
ジ・ゾーンは面積的に小さなものからスタートすることと
した。

「スチューデント・コモンズ」としての学習コーナーの新設

荘 司 　 雅 之（図書館事務副部長兼総務課長）
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改修後の様子

改修前の様子
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このゾーニング計画は、改修の一月前に館内で
決定し、掲示して利用者へ周知を図った。図書館
内での音に関するゾーンを明確に規定したことに
より、騒音トラブルを未然に防ぐ効果があったよ
うで、利用者からも好評である。

《テーブル、椅子》

中央図書館には、伝統的な静かな環境の読書に
ふさわしい、木製の重厚感がある落ち着いた色調
の什器を揃えている。今回、新たに設置する学習
コーナーでは、今まで図書館では許されなかった

会話が可能な場所であるという差別化や、お茶の
水女子大学の事例を参考に明るい色の什器を選ん
だ。お茶の水女子大学を見学した際に、円形のテ
ーブルは正対して座ることになるためか複数人で
の利用率が低い（一人で座っている）ことから、
座った時に目線が直接交わらない「豆型」のテー
ブルを選択した。

PC用の電源は、ワシントン大学のように、当初
は床から筒状の電源タワーを設置し、テーブルを
動かして様々に組み合わせてもPC用の電源が利用
できる仕様を計画したが、諸般の事情によりフリ
ーアクセスの床から各テーブルに電源を立ち上げ
テーブルタップをテーブル下に設置する形態とな
った。

《今後の課題》

自学自習の場は、端末室のようにPCを並べる配
置ではなく、ノート類や紙の資料も広げて自前の
ノートPCを使える環境が必要６）であると考えスペ
ース整備を始めたが、予想外に中央図書館へ来館
する学生はPCを持参しない。ある大学院生に尋ね
たところ、ノートPCは所有しているが重いため切
羽詰らないと持参しないとのことである。今後は、
明治大学や立教大学の図書館で好評なノートPCの
貸し出しサービスを提供したいと計画している。

また、国内外の図書館におけるラーニング・コ
モンズでは、ITに関するヘルプデスクやレポー
ト／論文作成支援デスクが設置されている。この
ような図書館以外の学内組織により提供されるサ
ービスと図書館のサービスが協同して、学習のた
めのワンストップサービスの場を備えることは、
学生の視点からすれば当たり前に期待されるサー
ビスである。ITセンターのヘルプデスクやライテ
ィングセンターの出張所を図書館内のスチューデ
ント・コモンズにも設置するなど、今後も学生・
利用者の視点からの改善を続けていきたい。

ゾーニングのポスター

１）「Waseda Next 125」と図書館運営にかかる諸施策（実行計画）について．
『2008年度 早稲田大学図書館年報』．p.2-3

２）「共有」あるいは「公共の場」という意味。アメリカの植民地時代に街の
広場（タウン・コモンズ）が人々の社交の場であったように、図書館内の
コモンズは学生同士あるいは学生と教職員との知的な出会いを実現する広
場、場所だという意味でコモンズという単語が使われているのであろう。

３）アカデミック、コラボレーション、ティーチング、テクノロジー、メディ
アという単語がインフォメーション、アカデミックの代わりに、若しくは
一緒に使われている。
Scott Benett. The Information or the Learning Commons:Which Will we have?
The Journal of Academic Librarianship, Vol.34, issue 3, p.183(2008)

４）Ditto.
５）J. Murrey Atkins Library. "From information commons to learning commons".

(オンライン), 入手先 http://library.uncc.edu/infocommons/conference/
minneapolis2005 (参照2009-11-16)
アメリカでは、インフォメーション・コモンズとラーニング・コモンズの
違いは、呼称の違いではなく本質的に別のものだとする議論もあるが、こ
こでは立ち入らない。

６）上岡真紀子. 「関係性マネジメントのための利用者調査を目指して」. (オン
ライン), 入手先 http://www.jaspul.org/e-kenkyu/kenshukai/2009_20.pdf
(参照2009-11-16)
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著名な歌人であり、古典学者であった藤原定家
（1162－1241）の日記『明月記』は、平安時代末か
ら鎌倉時代前期の歴史・社会・文学等々を研究す
るうえでの基本史料として、極めて重要な価値を
有している。その自筆本は、冷泉家時雨亭文庫に
58巻ほかがまとまって所蔵されており、国宝に指
定されているが、巷間に流出した巻や断簡も多い。
それらの情報については、『明月記研究提要』

（2006年、八木書店）所収「『明月記』原本及び原
本断簡一覧」を見るのがよいが、新たな断簡も時
おり出現するというのが現下の状況である。

本学図書館では、この『明月記』関連の資料を
精力的に収集してきたが、このほど、その決定版
ともいうべき断簡を収蔵することができたので、
以下に簡略な報告と紹介とを行っておきたい。

自筆本『明月記』の断簡として、本学図書館が
所蔵するものには、以下の3点があった（請求番号
順）。

建暦３年11月11日～12日（後欠）リ05 15647
嘉禄元年７月５日（前後欠） リ05 15648
建暦元年10月22日（前後欠） リ05 15660

このほか、模写本として2巻（リ05 02024）、10
巻（リ05 15584）があり、他にも、検討を要する
伝自筆断簡や、『明月記』から剥がされた紙背文書
の掛幅が所蔵されている。

しかしながら、自筆本断簡については、いずれ
も零細なものであり、もう少しボリュームのある
資料、紙背を付すものを収蔵することができない
だろうかと切望していたところ、幸い建暦元年の
10月23日条をまるごと切断して巻子に仕立てたも
のが古書肆の取り扱うところとなっているとの情
報を得て、調査したところ、紙背に2通の書状を存
する極めて状態のよい原本であることが確認でき
た。そこで申請を経て購入が決定され、収蔵され
たという経緯である。いまだ整理中のため、請求
番号は付されていない。

本断簡巻は、先に述べたように建暦元年10月23
日条の全文にあたり、これに先立って収蔵した10
月22日断簡（リ05 15660）の翌日部分となる。こ
のあたりの記事自体は、国書刊行会版活字本にも
収録され、従来から知られていたものであるが、
訂正などの跡が著しく、活字本の字句を修正する
こともできる。自筆原本ならではの資料価値を、
高く評価することができよう。

22日及び23日条のこれら断簡は、実は、円満院
旧蔵「建暦元年冬上」の原巻から分断されたもの
であった。元来は冷泉家に所蔵され、国宝指定の
原本と同一の表紙が付されていたこと、円満院が
作製した複製により、その原態を確認することが
できる。なお22日条の断簡は紙背が剥がされたも
のであるのに対し（痕跡は確認できる）、23日断簡
には仮名書状と、かなり長文の書状の一部が紙背
として存している。その詳細は今後の調査を俟ち
たいが、紙背文書をも披見できるように表装がな
されている。

建暦元年（1211）10月22日には、順徳天皇の御
禊行幸が行なわれている。22日条断簡は、その記
事の一部となるが、活字本を訂正できる箇所があ
る。なお、本断簡については『明月記研究』12

（2010年1月）に資料紹介を行ったので、参照され
たい。23日は朱雀門（大内裏南面中央の正門）
が 倒したという記事からはじまる。同日条には
この事件の関連記事が多く、まことに興味深い。

この新断簡の収蔵によって、本学の『明月記』
関係資料は一応のまとまりを達成したといえるの
ではないだろうか。もちろん日本大学総合図書館
ように、原本巻を収蔵できればそれに越したこと
はないが、そのような僥倖は俄かに望み得べくも
ない。紙背を有する断簡は、定家筆『長秋記』や、
和歌・歌学関係の写本類と相俟って、本学の定家
関係コレクションに核を与えるものとなることで
あろう。

新収の自筆本『明月記』断簡

兼 築 　 信 行（文学学術院教授）
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10月23日条全文（表紙図版より続く）
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紙背仮名書状

紙背書状
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元禄十二年十月中旬　学思堂宛去来書簡

宮 脇 　 真 彦（教育・総合科学学術院教授）
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向井去来は、元禄時代の俳人。宝永元年（1704）
9月10日没。54歳。貞享初年頃（1684）から松尾芭
蕉に師事して、同じく蕉門の野沢凡兆とともに

『猿蓑』（元禄4年刊）の編者となり、蕉門の高弟と
して芭蕉の信頼が篤かった。元禄七年（1694）に
芭蕉が没して後は、『有磯海』『となみ山』の編集
を扶け、また卯七（義理の従兄弟）と『渡鳥集』
を共編するのみならず、芭蕉の俳諧の真髄を後世
に伝えるべく、いくつかの俳論書を表した。芭蕉
の言説を伝えるものとして著名な『去来抄』（稿本）
は、その集大成である。

去来は、肥前長崎の儒医向井元升の次男として、
長崎に生まれた。なお、三男、向井元成（俳号、
魯町）は延宝8年（1680）、父元升の創建した長崎
聖堂の祭主となり、貞享二年、舶載の書中に禁書
を発見、その功をもって代々輸入書籍の書物改め
の職を世襲したという。

本書簡が元禄十二年と推定されるのは、去来が
長崎への旅から帰京しての所懐を述べているとこ
ろからである。すなわち、去来は前年の6月下旬、
郷里長崎への旅に出立する。これは、4ヶ月ほど前
に16歳で亡くなった甥守寿（英俊）の新盆を長崎
で行うためだったろうと推測されている。英俊は、
去来の猶子であった。この故郷への旅で、去来は
長崎に1年3ヶ月ほど滞在、元禄十二年十月に京都
の自宅に帰っている。「十月下旬」の日付をもつ本
書簡は、帰宅後まもなく、郷里の長崎に宛てて出
されたものである。

本書簡は、「回家休」と題された七言律詩を、長
崎「学思堂」の人々に寄稿したものである。宛先
の学思堂は、おそらく去来の弟元成の学塾であろ
う。尚々書きに「御約束の通ニ御ざ候」とあり、
また、「此間、患眼詩を賦候、此ハ重而可入高覧候」
とあることから、長崎滞在中に約束しての作であ
ったことがわかる。また、別に「患眼詩」なる詩
を送る旨書かれているが、こちらはその書簡が伝
存していない。「學思堂詩集の草稿ニ御入可被下候」
と結んでいるので、学思堂では『学思堂詩集』な
る漢詩集編纂の予定があり、それに入集せしめん
との約束であったにちがいない。残念ながら、そ
の詩集は確認することが出来ない。

試みに詩を書き下しにして、おおよその意味を
解しておこう。

自ら笑ふ 客衣 錦繍に斉しきことを
回家 今日 紅楓に着く
関山 路遠くして詩嚢敗れ
田圃 霜降りて菜葉空し
季女は三齢にして唯母に頼り
阿兒は五歳にして翁を忘れず
喜ぶに堪へず如意 峯頭の月
尚 洛陽 鴨水の東を照らす

旅衣はあちこち破れてまるで錦の綴れのよう
（錦を飾るなどと洒落てみてもしようがない）。帰
ってきた我が家は、今、真っ赤に紅葉した楓が覆
って美しい（まさに錦秋）。故郷への遠い旅路で我
が詩心は尽きてしまい、田畑には霜が降りて菜の
葉もみな枯れている。末の娘は三歳でただただ母
に頼り切っているだけだが、上の娘は五歳で、こ
の翁の私を忘れずにいてくれた。喜びに堪えない
ことだ、この如意が岳の上にかかる月をみれば。
今なお、京の鴨川の東の我が家のある辺りを明る
く照らしていることだ―、という意味になろうか。
長旅から帰っての、家族に接した喜びに溢れてい
る詩である。当時去来は49歳。家族は、5歳の長女
登美、3歳の次女多美、妻可南女がいた。

去来の業績を集めた『去来先生全集』（落柿舎保
存会刊、昭和57）に、本書簡は考証を付して掲載
されている。ただし、編纂時には原物がなく、旧
蔵者籾山梓月編『俳諧古典集』所載の写真によっ
て収められた。その原物が出現したことを喜びた
い。なお、上記の解説は、すべてこれらによって
記したものであることを断っておく。

＊
昨年五月、故雲英末雄先生ゆかりの鎌倉の古美

術商に、去来の漢詩が出ていると教えてくださり、
わざわざそこに案内して下さったのは、雲英先生
の教え子である伊藤善隆氏であった。その古美術
商から、雲英先生が毎月2度は鎌倉を散策された序
でに寄られていたことや、年末には毎年、伊藤氏
など教え子の数人と一緒に見えられたことなど、
いろんな話をうかがった。

本書簡は、その古美術商に籾山梓月旧蔵のもの
がまとまって入ったなかの残りの一つだった。

鎌倉からの帰り、今度は伊藤氏が、雲英先生と
の思い出をずっと話されていたのが、とても印象
的だった。
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当館は、ハングルの図書資料として、朝鮮半島
の地方誌と族譜をコレクションの中核として収集
している。2009年8月現在、所蔵されている族譜及
び関連書籍のタイトル数は201点、冊数は745冊に
のぼる（表2参照）。韓国における姓氏の数は、日
本に比べてはるかに少なく、約280ほどで、当館に
は64の姓氏の族譜が所蔵されている（表2参照）。
韓国での姓氏別人口は、多い順に金、李、朴、崔、
鄭氏と続き、この5氏だけで人口の約半分を占め、
当館所蔵の族譜もタイトル数順で並べると、5番目
まではほぼ同じ順になっている。

朝鮮半島では、その家系の始祖の出身地、また
はその子孫が住みついた土地を本貫という。姓が
少ないため同族を区分することが難しくなり、本
貫が必要になったとも言われている。韓国の人口
の約5分の1を占める金氏には、本貫が約350もあり、
そのうち本貫が金海の「金海金氏」は韓国最大の
氏族集団で、その人口は約410万人（総人口の約
9％）にのぼる。「金海金氏」といったような姓と
本貫を同じくする同姓同本の氏族集団が現在でも
組織をつくっており、族譜の編纂や保存にあたっ
ている。

族譜には始祖を同じくする同系の氏族をすべて
収録した「大同譜」のほかに、始祖以降、いくつ
かに分派し、その派の氏族についてまとめられた

「派譜」や「世譜」と呼ばれるものがある。表1に
より、当館の族譜をタイトル別に見ると、大同譜
50、世譜48、派譜31、族譜11、系譜2、家乘譜1、
その他58点となっている。刊行年代別では、20世
紀後半に刊行されたものがほとんどだが、最も古
いものでは1937年刊行の『慶州崔氏上系世譜』が
あり、刊行年が解放後から2000年のものが146、
2001年以降が42、刊行年代末詳のものが12点ある。
以上の族譜について、姓氏別にリストにまとめた
ものが表3である。今後より一層、このコレクショ
ンが韓国の歴史、民族、社会文化研究の基礎資料
として、大いに活用されることを願いたい。

最後に、族譜に関するハングルおよび日本語の

参考ツールについてふれておきたい。
①崔鍾仁編著『族譜事典』（ソウル譜廳 2006）

族譜に関する説明や専門用語解説のほか、「人口
住宅総調査」（統計庁 2000年）に基づく姓氏別人
口や本貫別人口が収録されている。当館所蔵（請
求記号F288-521）。
②富川族譜専門図書館 ＊http://www.jokbo.re.kr/

この図書館の族譜所蔵数は、韓国国立中央図書
館に次ぐといい、約250の姓氏の族譜約3万冊、関
連書籍5000冊ほどが所蔵されている。同館のHPで
は姓氏別、本貫別により所蔵族譜の検索が可能で、
各氏族の概要もまとめられている。
③嶋 陸奥彦「韓国の族譜－刊行する行為という視
点から－」 『東アジア家系記録（宗譜・族譜・家
譜）の総合的比較研究』（2004）収載。当館所蔵

（請求記号288-264）。
④同「親族制度からみた朝鮮社会の変動－族譜の
検討を中心に」 溝口雄三ほか編『長期社会変動』

（東京大学出版会 1994）収載。当館所蔵（請求記
号220-23-6他）。嶋氏は、東北大学大学院文学研究
科教授である。
⑤東京大学東洋文化研究所朝鮮族譜データベース

日本で最も多くの族譜を所蔵している東京大学
東洋文化研究所では、所蔵する族譜が「朝鮮族譜
データベース」としてまとめられており、HPでの
閲覧が可能である。蔵書検索のほか、族譜の冒頭
に記されている序文を、画像ファイルで見ること
ができる。また、宮嶌博史氏による「東洋文化研
究所所蔵の朝鮮半島族譜資料について」という論
文も掲載されており、大いに参考になる。
＊http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/̃koreandb/zokufuindex.htm

表1

中央図書館ハングル図書「族譜コレクション」について

高 木 理 久 夫（資料管理課）・工 藤 美 和 子（㈱キャンパス）
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表2 姓氏別所蔵数
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表3 所蔵族譜リスト
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図書館はこの夏、『改造文芸』1巻4号（昭和25年
10月）に掲載された丸岡明著「三田派・早稲田派
―文壇早慶戦―」の原稿をあらたに収蔵した。「文
学界社箋」の400字詰原稿用紙17枚にわたって著さ
れたものである。本人による修正は、例えば黒イ
ンクの傍線が該当部分の上にしっかりと引かれて
いる様子などを見ると、文筆家によくありがちな
乱筆ではなく非常に読みやすい。編集者によると
思われる朱もほとんどなく、わずかに表題、章題、
氏名の文字ポイント指定のみという、大変見映え
の良いものである。ただし、本資料を特徴付けて
いる副題「文壇早慶戦」もまた朱書きである点は、
注意していいだろう。

この文章はそもそも、丹羽文雄と石坂洋二郎、
井上友一郎と北原武夫、北條誠と柴田錬三郎と
いう組合せを造つて、その人物と作品について
書いてくれとのことであつた。

とあることから、出版社からの依頼をきっかけ
に執筆された原稿のようだが、序章の題にもなっ
ている「ひとつの提案」は、具体的には「三田派」

「早稲田派」という概念区分を提案し、戦後文学の
展開に照応しようとする試みを指しており、非常
に印象的である。何と言ってもこの「早稲田派」
という表現からも、本学に関係の深い資料と考え
てよいだろう。

丸岡明（明治40～昭和43年）は、暁星中学校か
ら慶應義塾予科を経て、慶應義塾大学仏文科を卒
業した小説家である。在学中に水上滝太郎の知遇
を得て、処女作「マダム・マルタンの涙」を『三
田文学』（昭和5年2月）に発表し、佐佐木茂索、阿
部知二、横光利一から評価を受けた。その後は堀
辰雄に師事し、長編小説「生きものの記録」を

『三田文学』（昭和10年10～12月）に執筆し、同時
代の人々を心理主義的手法で描く作家としてその
地位を築いていった。そして何よりも、戦後『三
田文学』の復刊にあたり、その発起人として、太

田咲太郎、片山修三、柴田錬三郎、原民喜らを編
集に従える中心的存在であったことは看過できな
いだろう。しかし、丸岡は云う。

三田派、早稲田派と云ふ風に考へると、今は
早稲田派の黄金時代であらうか。中山、丹羽、
石川、田村、井上君など、体格もなかなかよい
し、なにしろよく書く連中が揃っている。そこ
へゆくと、三田派は兎角孤立して、一人一人仕
事をしてゆく傾向がある。どうもさうした気質
の者が多さうだ。それでは気勢があがらぬから、
十五日会の向ふをゆくやうな会合をやり度いと
鈴木重雄君達は云っている。

三田文学界の重鎮である丸岡から、まさかとい
うべきか「早稲田派」を賛美する発言である。こ
うした主張の背景となった当時の社会状況とはい
かなるものであったか。それを理解するために、

『読書倶楽部』4巻11号（昭和25年12月）に発表さ
れた「文壇・睡眠不足の一年 1949年の印象風景」
というエッセイに目を転じると、丸岡はこう述べ
ている。

今年は後半期になつて、日配問題などもあり、
真面目な純文学雑誌が次々と発行中止になつた。

「知識人」「表現」「世界文化」など、その例であ
る。「早稲田文学」も出ていないし、「個性」も
十一月で休刊になるらしい。鎌倉文庫も、解散
するような噂である。

日配問題とは、戦時中日本の出版流通を独占し
ていた国策取次会社「日本出版配給」が、戦後
GHQによる経済民主化の一環で閉鎖指定を受け、
活動を停止せざるをえなかったことを意味してい
る。その影響は数多くの出版社に深刻なダメージ
を与え、まさに純文学にとっては厳冬の時代を迎
えていた。

新収資料丸岡明「三田派・早稲田派―文壇早慶戦―」

村 田 　 聡 史（資料管理課）
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悪の花ばかりが栄えているわけではないが、
読者層の浮遊しているこの激動期に、落着いた
文学をつくらうとすることが無く、既に困難な
のだらう。

という言葉はその切実な様子を物語っている。
事実『三田文学』は昭和25年6月までひとまずの命
脈を保ち続けていたが、『早稲田文学』は昭和24年
9月を最後に第四次の刊行を終えている。たしかに

『早稲田文学』の方が先に力尽きた。しかし、それ
にもかかわらず、毎月70余名の作家、ジャーナリ
スト、文学青年達が、有楽町のビアホール「レバ
ンテ」で集会していたという「早稲田派」の開催
する「十五日会」の意気盛んなこと。丸岡の目に
は、逼迫した状況の中でも文筆活動の拠点となり
うる自立的結社として映じたに違いない。「早稲田
派の総帥のやうな印象を受ける」最近の丹羽文雄
に賛辞をおくるのも頷けることである。

では、「三田派」「早稲田派」の根底を形作って
いたものは何か。丸岡は、前者に佐藤春夫『近代
日本文学の展望』（昭和25年7月、大日本雄弁会講
談社、慶應義塾での全6回の連続講義をまとめたも
の）の提唱する「浪漫的自然主義」を、後者に正
宗白鳥『自然主義盛衰史』（六興出版部、昭和24年
11月）の提唱する「新自然主義（?）」（原文ママ）
を挙げている。それぞれを象徴する人物として、
佐藤はのちのロマンティズムに連なる森 外に、

白鳥は自然主義の源流というべき坪内逍遙に言及
しているから、明治20年代の「逍 論争」いわゆ
る「没理想論争」の延長線に位置すべき争点とも
解釈できるだろう。また、当時主流であった文芸
誌『近代文学』と『新日本文学』のあいだで繰り
広げられた「政治と文学」論争を尻目に、新しい
文芸思潮の構図を提案しようと意図している点も、
深く研究されるべき対象となるに違いない。

そのほかにも、丸岡は「従来の作家や作品を否
定しようとする気構へがあつて、それが問題を取
り上げる場合の角度の相違になつている」いわゆ
る戦後派と呼ばれる作家を評価する。椎名麟三、
梅崎春生、三島由紀夫、武田泰淳、埴谷雄高、野
間宏などが代表的人物である。『早稲田文学』や

『三田文学』の諸氏を評価する場合でも、そうした
新しい問題提起を目指そうとする姿勢が重要な基
準となっているのだろう。

ふりかえれば、明治24年10月、坪内逍遙によっ
て発行された『早稲田文学』はその後も、第二次
の島村抱月、第三次の谷崎精二、と大家というべ
き人物が編集者の座にあったため、戦後の第四次
以降の展開はどうしても陰に隠れがちであった。
しかし、丸岡の論考はそうした部分に一閃の光を
差し込むような面白さをもっている。この資料が
さらに取り上げられるようになることを期待した
い。
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この１年間、学内外で図書館主催(一部共催)で
複数の展覧会を開催した。以下、簡単にそれぞれ
の概要を報告する。

１）角田柳作展～学術情報の発信の歴史と未来～

〈第10回図書館総合展 / 学術オープンサミット2008〉

会　期：2008年11月26日（水）～28日（金）
会　場：パシフィコ横浜　展示ホールＢ
関連行事：講演会「書物という架け橋～角田柳作
と早稲田大学図書館～」（教育・総合科学学術院
和田敦彦教授、11月26日）
来場者数：展覧会813人、講演会43人。

図書館総合展は、内外の図書館関係者(機関)によ
る、図書館運営にかかわる最新の技術、コンピュ
ータ･システムなどを紹介する場としてよく知られ
ているが、図書館、特に大学図書館が独自にブー
スを設け、活動内容を紹介するといった試みはな
されていなかった。10回目を迎えるにあたり、主
催者からの要望もあって、初めて図書館として正
式に参加し、当館が進める館蔵資料に関する積極
的な情報発信について紹介した。具体的には、
2007年に早稲田で、2008年夏にコロンビア大学で
開催した角田柳作展の主な資料のパネルと、古典
籍総合データベースについての解説と利用方法、
収載資料のパネルを展示、さらに会場にPCを設置
し、来場者に古典籍DBの画面操作、プリントアウ
トなどを体験していただいた。

角田については前年の展覧会以来、日米両国の
文化交流に力を尽くしたその姿を紹介してきたが、
やはり知名度はいまだ高くはなかった。それでも
展示をご覧になるにしたがい、その存在と功績に
感銘をうけた方も多かったようである。

来場者の多くが図書館で実務に携わっている方
が多いせいか、古典籍DBについての関心は高く、
質問も相次いだ。特に、館蔵のすべての古典籍を
対象としている点、精細画像を新規に撮影してい
ること、またそれらの情報（書誌・画像）を原則
としてアクセス制限をせずに、無料で公開してい

る点に驚きの声が多く聞かれた。学外者からの感
想や意見を直接聞くことができたのは大きな収穫
であった。来場者への「お土産用」として、ダウ
ンロードした画像を使った絵葉書、ブックカバー
をその場で印刷して配布したのだが、他館の関係
者から「同様のものを作成したい」との声を複数
いただくなど、こちらも大好評であった。

２）図書館企画展「群雄割拠!! 」

～戦国の世から天下統一へ～

会　期：2009年３月25日(水)～４月16日(木)
会　場：総合学術情報センター2階展示室

近年、戦国時代がブームになっており、大河ド
ラマ「天地人」も好評だったようである。そうし
た世相にあわせ、企画した展示である。

応仁の乱から大坂夏の陣ころまでの資料を、ほ
ぼ時代順に展示したが、この時代のものは古文書
を中心として館蔵資料の中でも充実した分野の一
つなので、かなり内容の濃い展示となった。具体
的には、戦国武将の文書、軍記物、合戦絵図、さ
らには合戦を描いた錦絵などを展示したが、なか

展覧会報告（2008年11月～2009年12月）

図 書 館 展 示 委 員 会
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でも多くの来場者の注目を集めたのが斎藤利三所
用と伝わる「茶糸威二枚胴具足」である。10年ほ
ど前の「館蔵資料でたどる日本の歴史｣展以来の出
陳となり、会期前後には複数の問合せを受けた。

会期を通じて来場者に恵まれ、開催期間が例年
よりも短期間であったにもかかわらず、この時期
としては異例の1,000人ほど入場者があった。また、
会期最終日に教育学部の日本史関係の授業の一環
として60名近くの学生たちが来場したが、その多
くが時間を過ぎても熱心に資料に見入り、質問を
投げかけてきてくれるなど、好評だった。

３）東アジアの＜近代＞をみる

岡松参太郎文書展

会　期：2009年4月21日（火）～4月29日（水）
会　場：総合学術情報センター2階展示室
主　催：早稲田大学図書館、

早稲田大学東アジア法研究所
岡松参太郎は戦前、台湾・満洲の植民地法制を

立案し、京都帝国大学法科大学の設立にもたずさ
わった民法学者であり、その父甕谷（ようこく）
は、中江兆民らが師事した著名な儒学者である。
図書館が所蔵する「岡松参太郎文書」は、彼ら親
子２代にわたるもので、東アジアにおける＜近
代＞そのものを映し出す貴重な資料であり、2008
年10月にその全容がマイクロフィルム版で刊行さ
れた。本展示は、その中から比較的状態が良く、
特に重要なもののみを集めたもので、全体に資料
の劣化が激しいものも多く、今後原本は非公開と
なるため、展覧会に出陳する最後の機会と考えら
れる。かなり専門的な内容であり、かつ会期も短
期間であることから、来場者数が心配されたが、
予想以上に多くの方たちが来場し、この分野での
研究が盛んであり、かつ公開が求められていた資
料であることをあらためて知ることができた。

４）＜日本近世文学会春季全国大会開催記念＞

近世文藝の輝き―早稲田大学所蔵近世貴重書展―

会　期：2009年5月14日(木)～6月18日(木)
会　場：大隈記念タワー10階125記念室
主　催：日本近世文学会・早稲田大学図書館・早

稲田大学坪内博士記念演劇博物館
日本近世文学会の平成21年度春季全国大会が早

稲田大学で開催されたのを記念し、同学会と図書
館、演劇博物館の共催で開催されたものである。
創立以来、坪内逍遙、市島謙吉をはじめ、多くの
人々の努力によって、図書館や演劇博物館には、
数百万点に及ぶ和漢洋さまざまな資料が蔵される
ようになった。とりわけ、文学、演劇、洋学など
近世文藝全般にわたる古典籍等は、戦前からの収
蔵品に、戦後も貴重書を加えて、国内有数のコレ
クションに発展してきいる。そうした資料から貴
重書を厳選し、展示したものである。学会関係者
だけでなく、学生、学外の文学愛好者など多くの
来場者に恵まれた。

５）＜中古文学会春季大会記念＞

「源氏物語の絵と注釈」展

会　期：2009年5月22日（金）～6月10日（水）
会　場：総合学術情報センター２階展示室
協　力：中野幸一（早稲田大学名誉教授）

2008年は、『源氏物語』が世に知られるようにな
ってちょうど1000年という区切りの年にあたり、
各地でさまざまなイベント、展覧会が開催された
が、その余韻の中で『源氏物語』とその享受資料
に関する資料の展覧会を開催した。これは、中古
文学会春季大会等に合わせたもので、早稲田大学
図書館が新たに収蔵した九曜文庫を中心とした資
料で構成した。九曜文庫は、源氏物語研究の泰斗
である中野幸一先生（早稲田大学名誉教授）が蒐
集されたもので、『源氏物語』やその研究、享受資
料の写本や版本、さらには画帖、絵巻、錦絵など
の絵画資料まで、学界注目の貴重な資料が揃って
いる。今回、先生のご厚意により館蔵とすること
ができたが、本展示はその最初のお披露目の機会
となった。1000年前に成立した『源氏物語』が、
多くの人々に愛されいかに読み継がれていったか
を実感できる展示として好評だった。

６）＜万葉集1250年記念＞

万葉集～享け継がれるその思い～

会　期：2009年10月16日(金)～11月17日(火)
会　場：総合学術情報センター２階展示室
主　催：早稲田大学日本古典籍研究所・早稲田大

学図書館
2009年は、『万葉集』に収められた歌で成立年の
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わかっているもののうち、もっとも新しい歌がで
きてから1250年にあたる節目の年ということで、
各地で様々な記念行事がおこなわれた。これにあ
わせ図書館でも、早稲田大学日本古典籍研究所と
の共催で『万葉集』をテーマとした展覧会を開催
することとなった。

『万葉集』は、後の世の詩歌だけでなく、多方
面の学問、芸術に影響を与えたが、時代、分野を
超えて『万葉集』との接点を持っている資料は数
多くある。そうした資料を通じて、日本文化史に
おいて『万葉集』の担った意義を広く認識してい
ただく機会とする内容となった。

７）第11回図書館総合展／学術オープンサミット2009

明治の錦絵と写真～近代日本の情報発信～

会　期：2009年11月10日（火）～12日（木）
会　場：パシフィコ横浜　展示ホールB

昨年に引続き「第11回図書館総合展 / 学術オー
プンサミット2009」において、図書館としてブー
スを設置、標記の展示をおこなった。展示内容は
会場のある横浜の開港150年の記念の年と言うこと
で、館蔵資料の中から幕末から文明開化の時代に
スポットをあて、錦絵新聞、彩色写真（横浜写真）
など、当時の社会、文化を映し出す資料をご覧い
ただくこととした。ブースの大きさは昨年の約半

分であったが、入口近くの好位置を確保できたこ
と、錦絵を用いたポスターが効果的だったことも
あって昨年と比べて約2.5倍の2009人の来場者があ
った。今回も会場にPCを設置し、古典籍DBに収
載した錦絵新聞、彩色写真の画像をご覧いただき、
絵葉書を差し上げたのだが、こちらも大好評だっ
た。こうした形での図書館のPRも今後さらに重要
になってこよう。

８）鴨川市・早稲田大学交流事業

早稲田大学図書館所蔵古写真展江戸・明治の幻景展

会　期：2009年11月28日(土)～12月6日(日)
会　場：鴨川市立図書館　集会室
主　催：鴨川市・鴨川市教育委員会・早稲田大学

鴨川市に早稲田大学のセミナーハウスが建設さ
れた1997年から数年にわたり、図書館所蔵資料を
同市の図書館で展示する交流事業をおこなったが、
今回、同市からの申し入れを受け、久しぶりに展
覧会を開催した。内容は、幕末・明治期の彩色写
真（横浜写真）とそのアルバム、関連資料である。
直前の横浜で図書館総合展に出陳したものを中心
に約60点の写真を展示した。会期最初の週末には
図書館から藤原が展示解説にゆき、翌週は現地の
学芸員に解説を依頼した。来年度以降も継続して
の開催を要望されているが、今後は文化推進部な
どとの連携のもと、図書館だけでなく学内諸機関
の積極的な関与が期待される。

展覧会は図書館が主体的にかかわることのでき
る資料についての情報発信の場だと言える。多く
の人にその存在を知ってもらいたい資料について、
また図書館が利用者に知ってほしい情報を、見た
くなる、知りたくなるように工夫して公開するこ
とが、現在の図書館には求められる。その一つの
手段として、図書館員自らの手になる展覧会は重
要な機会であり、今後もその意義をよく理解した
上でかかわってゆく必要があろう。

（文責：藤原秀之）
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去る１月11日、中国は浙江省杭州市にある浙江工商
大学の日本語言文化学院に、早稲田大学文庫が設置
された。これは、当館から同学院に寄贈された図書約
30,000冊の整理が完了し、上記の名称で公開されるこ
ととなったものである。ここでは、文庫設置にかかわる
経緯について簡単に述べ、図書館における資料の再
利用の可能性について記したい。

日本語言文化学院は浙江工商大学に設置された日
本語、日本文化・思想等の総合的な教育・研究のため
の機関であり、中国における日本研究の一大拠点とし
て大変に充実している。

当館からの図書寄贈については、2005年11月、王宝
平先生（日本語言文化学院副院長：当時）が河野貴美
子先生（一文専任講師：当時、現在は准教授）に伴わ
れて来室されたことにはじまる。当時の金子課長、宇
田川（ともに資料管理課）が対応、学院における日本語
図書の充実を希望する王先生から図書、特に歴史・文
学を中心とした人文科学分野の日本語文献を寄贈し
て欲しいとの申し出があり、それを受け、資料管理課内

（金子、宇田川、藤原）で具体的な送付内容、方法につ
いて相談、寄贈用図書データベース収録の当該分野
の図書に加え、高田図書館から移された重複図書等を
中心に寄贈することとし、宇田川と王先生との間でや
り取りし、翌2006年６月、早稲田から浙江にむけて図
書を送った。総数和洋あわせて28,376冊（772箱）。こ
れについてはすでに本誌76号で報告したが、これだ
け大規模の他機関宛の寄贈は今日に至るまで他に例
を見ない。

寄贈から３年半、送ったことすら忘れかけた昨年11
月、王先生から「寄贈してもらった本の整理が完了し、

『早稲田大学文庫』として公開することになった。開庫
式に参加して欲しい」との連絡があった。これまで多く
の機関に図書を寄贈したが、こうした文庫扱いとなるの
は、1999年にドイツのエルフルト大学に日本史関係の
図書を寄贈したときくらいで、あまり例がない。招待に
応じ、加藤館長と２人で現地に向かったのは年明け間

もない１月９日のことだった。大学は主要な機能を杭州
市内から少し離れた下沙地区に移転しており、日本語
言学院も広大なキャンパスの中に独立した建物を有し
ていた。

当日は入口に開庫式挙行の横断幕、さらには学院
の学生30名ほどが並んで待っており、大型のディスプ
レイで開庫式開催を告げるなど、大ごとになっている。
書庫は入口近くにあり、早稲田から寄贈した約３万冊の
図書、いずれも学内にあっては全く役に立てることがで
きずにいたものが、整然と整理され、真新しい書架に並
べられた姿は、実に感慨深いものがあった。室内には、
日本の他機関から寄贈された別の「文庫」もあったが、
本学からの寄贈分が質・量ともに群を抜いている。

開庫式は現在は学院長となっている王宝平先生の
司会で、張仁寿先生（大学副校長）、加藤館長、寄贈を
仲介してくださった河野貴美子先生の挨拶があり、最
後に張先生から加藤館長に受贈の証書が贈られた。
先方は今回の寄贈を大変に喜んでおり、今後学生、教
員たちの活用が多いに期待される。

今回の文庫設置は、これまで図書館が進めてきた学
外諸機関への図書寄贈という方針に誤りがなかった
ことの証左とも言え、今後も同様なケースには積極的に
対応してゆきたい。今回の訪問にあたり、学院の王宝
平院長、丁之群さんには大変にお世話になった。また、
河野先生には極寒の北京から開庫式に合わせて来杭
していただいた。あらためて謝意を申し述べたい。

浙江工商大学に「早稲田大学文庫」設置

藤 原 　 秀 之（資料管理課長）

早稲田大学文庫を背に王宝平先生と加藤館長
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早稲田大学の歴史はそのまま早稲田大学図書館の
歴史である。そして早稲田大学図書館の歴史はそのま
ま早稲田大学図書館員の歴史でもある。2010年、創立
から128年目を迎えた今この時までに、多くの図書館員
が集まり散じていったことになる。その中には誰もが知
っている有名人が図書館に勤めていたことがある。か
つて本誌でも「しられざる図書館員」として童話作家
坪田譲治を取り上げたことがあった。（『ふみくら』12号、
1987年）掲載から20年以上が経過し、すでにそのこと
も歴史の一ページとなり忘れ去られているのではない
だろうか。そこには次のように記されている。

本館に残された館員坪田壌治に関する唯一の記事
と思われる大正六年十月二十二日の『事務日誌』に
依れば、「洋書整理部員として坪田譲治雇入の事に内
決す 但給料未定」と記されている。（中略）坪田が後
年自編の年譜で、「本が思う存分読めると思って楽し
みにして行って見たが、余り沢山の本で、目うつりがし
て、却って読めなかった」と追想しているように、その
当時としては少なからぬ蔵書数を持つ図書館ではあ
ったが、多感な作家坪田にとって安住の地とは成り得
ず、僅か五カ月程で退職するに至った。

90歳を超える長寿を保った坪田であったが、その人
生、あるいは創作活動に、青年期の図書館での生活、
ほんの５ヶ月の生活が何らかの影響を与えたのか、そ
れは定かではないが、しかし館蔵資料の何処かに、彼
の足跡が残っているだろう事は確かである。

さて、本稿でとりあげる図書館員は、政治家・三木武
吉である。戦後55年体制の礎を築き、のちの自民党の
長期政権の礎を築いた彼に、早稲田大学図書館での
勤務経験があったことを知る人はそう多くはないだろ
う。

三木武吉（みき ぶきち、1884～1956）。香川県高松
市の生まれで、東京専門学校邦語法律科に進学した
のは1901年のことであった。その前後を見ると、永井柳
太郎、石橋湛山、中野正剛ら日本政治史を彩る多彩な
面々がいる。在学中の1902年に早稲田大学と改称さ

れ、1904年に大学を卒業、その後弁護士等を経て1917
年に衆議院議員に憲政会から立候補し、初当選した。
自ら重要ポストにつくことはなかったが、1955年の自由
民主党結成にいたる過程では中心となって行動した
ことはよく知られている。後に記すように、図書館に勤
めたのは大学を出た直後のことであったらしい。

彼のことを記した伝記は複数刊行されており、図書
館勤めのことも記されている。そこには三木が市島謙
吉にその力量を買われ、「こうして三木は図書館設立
に一役買うことになつたが、少し誇張していえば早稲
田大学の図書館は三木の卒直（ﾏﾏ）さが設立を早めた
といつてもよかろう」（三木会刊『三木武吉』、1958年）
とか、「彼の与えられた役目は紹介状をもらって名士や
大学の先輩を訪問し、書籍の寄贈を受けたり、諸先生
の希望する新刊書、古本を買い集めたり、その索引表
をつくったり、兎に角新しい図書館の建造なるまでは
小使兼館長という一人十役ぐらいをかねていた」（重
森久治『生きた政治史　三木武吉太閤記』、春陽堂、
1956年）とあるが、さすがにこれは誇張である。そもそも
彼が卒業したとき、すでに新しい図書館は開館してい
た（1902年開館）。それでは実際には三木はどんな仕
事をしていたのだろう。いくつかの記録から検証して
みよう。

彼について記された図書館の記録には次のような
ものがある。

『春城日誌』明治37年９月10日条
（前略）校友三木某、田中唯の添書を齎し来訪。
『館長日誌』明治37年９月12日条
一、校友三木武吉、当分写字之為め本館へ傭入

るゝ事とセり
『同　上』明治37年９月13日条
一、 川田家図書閲覧ニ供すべき分の目録謄写成

る。依つて分類を取調べ、三木武吉の手に
て「カード」を書き始む。

『同　上』明治37年９月14日条
一、川田家より手伝ニ来り居る山田市郎を写字

生として採用致し呉るゝ様、杉山令吉氏よ
り横井時冬氏を経て申込あり。右ニ付、三

知られざる図書館員　三木武吉

藤 原 　 秀 之（資料管理課長）
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木の身上片付候上ハ、月給六円にて傭入
るゝ事に略々承諾之旨返答をなす。

『同　上』明治37年10月26日条
一、 三木担当之蔵経細目、不日出来之筈につき、

其上は引続き左之細目を調整すべき事
粤雅堂叢書
太平御覧　　　　　総部類丈にてよろし

右館蔵
知不足斎叢書
史　　餘

右川田図書
『同　上』明治37年10月27日条
一、三木担当之大蔵経細目カード出来す。カー

ド函三個ニ満ツ。
『同　上』明治37年11月５日条
一、 三木武吉ニ役者評判記之細目を作ることを

命す。

「当分写字之為め」に雇われ、「身上片付」くまでの
短期採用であったことから、伝記にあるような「小使兼
館長」でないことはあきらかである。ただ写字生として、
大蔵経のカードを取り終えると引続き役者評判記のカ
ード作成に取り掛かっているところを見ると、真面目に
働いていたのであろう。コツコツと一枚一枚カードをと
っている姿からは、のちに「政界の策士」と評された三
木の、実直な一面をうかがい知ることができる。

図書館と三木とのつながりは実はそれ以後もあるこ
とがわかった。特別資料室に残されている各種の記
録を見ていたとき、「故　三木武吉氏旧蔵漢籍寄贈リ
スト」を発見した。115部559冊の資料が三木から寄贈
されたことになっている。内容を見ると、漢籍だけでな
く和書もかなり含まれており、一部の資料は受け入れ
られていることが確認できたが、寄贈の時期について
は現物からもわからなかった。

現在、中央図書館では利用者用のカード目録がほ
ぼ撤去された状態にある。目録はすべてオンライン目
録（WINE）で検索してください、とは20年前には考え
られなかった事態である。では三木の書いたカードも
すっかり無くなってしまったのかというと、そうとも言い
きれない。古書、貴重書を扱う特別資料室では現在も
カード目録が継続しており、古い時期の業務用カード
のうち廃棄せずに残したものがある。その中に、前述の

『館長日誌』に三木が担当したとされていた「粤雅堂

叢書」のカードがある。カードには「銭恂氏寄」とあり、図
書本体にも「支那銭恂所有」とあることから、清国末期
の外交官である銭恂から寄贈されたものだとわかる。
銭恂は1898年に留学生を率いて本学にやってきてい
るが、その後、東京専門学校が早稲田大学へとかわる
直前の1901、1902の両年、架蔵の図書（漢籍）約4,000
冊を寄贈してくれている。銭恂やその寄贈図書につい
ては高木理久夫氏の論考に詳しい。現在残っている
カードを見ると、メインのカードと細目が同筆と思われる
ので、あるいは三木の手になるものとは別のものかもし
れない。ただ本書が寄贈されたのが1902年、三木が図
書館に勤めていたのが1904年なので、三木がとったの
は本書のカードであったことは間違いないだろう。だと
すれば本書は、清国末期の外交官・銭恂のもとから当
館に寄せられ、そこで戦後日本の道筋を決めた政治家
の一人である三木武吉の手でカードが作られ、公開さ
れるに至ったことになる。なんとも不思議な縁だといえ
よう。そのカードも、今では利用者の目に触れることは
なくなっているが、しかしその成果がWINEのデータに
いかされているだけでなく、後の関連文献の収書にも
活用されていたことは間違いない。さらに彼の寄贈図
書が今も図書館で多くの利用者に提供されていること
を、本人はどんな気持ちで見守っているだろうか。

図書館の蔵書検索ツールからカードがほぼ消え去っ
た今日、一枚のカードの記述、それは図書だけでなく、
それを書いた人物の表情をあらわすこともある。もちろ
ん、利用者にとっては、どうでもいいこと、かもしれない。
しかし、そうした仕事の一つ一つが今につながってい
ることを、図書館の後輩である我々図書館員だけでも
胸に刻んでおく必要があろう。

＜参考文献＞
高木理久夫「銭恂と早稲田大学図書館」（『ふみくら』76）

同「早稲田大学開校期における銭恂の寄贈図書について」（『早稲

田大学図書館紀要』55）

同「銭恂年譜」（『早稲田大学図書館紀要』56）

早稲田大学大学史編集所『早稲田大学百年史』2、5（1981、1997

年、早稲田大学出版部）

市島春城『春城日誌』明治37年（市島春城資料、ｲ4 1919 541）

古典籍総合データベース参照。

市島春城『館長日誌』明治37年（市島春城資料、ｲ4 1919 924）

古典籍総合データベース参照。
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図書館は、大学の教育・研究を支える学術情報
基盤の要として、電子媒体の資料（電子資料）の
導入に努めてきた。

現在、本学で利用できる電子資料は、電子ジャ
ーナルで18,000タイトルを超え、電子ブックでは
約340,000タイトルにのぼる。

この数字は、平成20年度「学術情報基盤実態調
査」（文部科学省）によれば、電子ジャーナルのタ
イトル数に限定した話にはなるが、国・公・私立
大学の平均値がそれぞれ平成19年度の7,267・
1,348・2,393であることに比して高い水準にあると
いえる。また、これらのタイトルの多くが蔵書検
索システム（WINE）で検索できるということも
本学の図書館システムの利点である。

電子資料にはその規模だけではなく、様々な種
類のものがある。いくつもの分類方法があること
を承知のうえで、本学が導入している電子資料を
大別すると以下のようになる。

１．電子ジャーナル：ScienceDirect（Elsevier）,
SpringerLINKなど

２．電子ブック：NetLibrary, Early English Books
Online（EEBO）など

３．各種索引・抄録：Web of Science, MathScinet
など

４．数値データベース：eol, IFS Onlineなど
５．人名録・辞書・事典：Oxford Dictionary of

National Biography, OED Onlineなど

その他、朝日新聞記事データベースの「聞蔵Ⅱ
ビジュアル」や「日本大百科全書」をはじめ事典
や辞書を中心とした総合データベースである

「JapanKnowledge+NR」，「lexis.com」などの法律
系のデータベースほか、最近ではクラシック音楽
を中心とするストリーミング再生による楽曲配信
サービスである｢ナクソス・ミュージック・ライブ
ラリー｣の提供を始めるなど、文字情報や数値情報
にとどまらない。

また、導入履歴からサービスの提供を開始した
年別にコンテンツ数をみてみると、2001年以降、
以下のとおりである。

上記の数字は全学で利用可能なものに限定した
もので、これらは中央図書館・キャンパス図書館
のみならず、各箇所で導入したものも含んでいる。

なお、ここには既に導入している電子ジャーナ
ルのバックファイルやコンテンツの一部も含まれ
ているが、2004年をピークとして、2005年以降は
20件前後の電子資料が新規に導入されている。あ
る統計によれば、2003年において既に学術雑誌の
約75％がオンラインで入手可能となっていること
から、2004年に電子資料が本格的に導入され始め
たことも理解できる。

データベース・電子ジャーナルと言うと、自然
科学系のものに目が行きがちであるが、本学では、
比較的早い時期から社会科学系のデータベースを
導入している。例えば、2000年10月にはOECD刊
行の図書・雑誌全文と統計情報のパッケージであ
る「SourceOECD」を導入した。
また、2000年4月に「朝日新聞DNA」（現在の「聞
蔵Ⅱビジュアル」）を、2001年4月には「日経テレ
コン21」のサービスを開始するなど、日本の新聞
のオンライン・データベースも早期に導入した。
そして長らく希望があった読売新聞の記事データ
ベースについても、「ヨミダス歴史館」として明治
7年（1874）の創刊から昭和64年（1989）までの読
売新聞紙面と昭和61年（1986）からの読売新聞記
事を合わせて利用できることになったことから、
2009年度に導入することとなった。

当初は索引・抄録など二次情報データベースの
比重も高かった電子資料であるが、その後Google
などが普及したこともあり、全文まで読めること
が利用する側にとっては普通のことになっている。
そのため、新規に導入するデータベースについて

電子資料の導入状況

今 村 　 昭 一（図書館調査役）
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は全文が利用できるものが中心である。
また、最近では、バックファイルの整備や電子

ブックについても、有用性を十分に検討したうえ、
その充実に努めている。とはいえ、これらのデー
タベース・電子ジャーナルの導入・継続には、時
として多額の支出がともなう。2008年度の資料費

（中央図書館、キャンパス図書館、教員図書室・研
究所図書室、学生読書室、学院・本庄学院図書室
を含む）の総計約12億2千万円のうち、データベー
ス資料費の総額は概算で5億円を超えると見積もる
ことができる。総資料費の40%強をデータベース・
電子ジャーナル等電子資料に充てていることにな
る。限られた予算の中では、ものによっては紙媒
体あるいは代替対象となるCD-ROM等から、電子
媒体で利用できるものはそちらにシフトすること
として、紙媒体等での継続購入を中止するという
判断も必要になってくる。ここまで費用をかけて
電子資料を導入しているのは、いうまでもなく、
その利便性があるからなのだが、この傾向は今後
も強まっていくことと思われる。

研究者の立場からも、『学術情報の取得動向と電
子ジャーナルの利用度に関する調査（電子ジャー
ナル等の利用動向調査2007）』１）によれば、「電子
ジャーナルなしではわが国の学術研究は成り立た
ない」と結論づけられている。

今後の課題

以上、電子資料の導入概況をみてきたが、サー
ビスを提供する側としていくつかの課題がある。

本学で契約しているデータベース・電子ジャー
ナル・電子ブック等を紹介するため、また、種々
の情報の探し方をサポートするために「学術情報
検索」２）のサービスを提供しているが、これをよ
り使いやすいシステムに改善していくことが必要
である。具体的に言うと、初めてこのページを訪
れる人にとっては何がどのように利用できるのか、
今のシステムでは分かりにくいという声があると
いう。この点、サービス開始当初の担当者として
反省しなければならないが、今後は、担当箇所が

中心となり、よりよいサービスをめざして改善を
検討していきたい。

また、電子資料、とくにデータベースのパッケ
ージは、常時コンテンツが増減する可能性を持っ
ている。そのため、図書館員としては契約（更新）
時のみならず、常に利用者に何を利用できるのか
コンテンツを明示できることが大切である。

それに関連して、電子ジャーナルについては書
誌データを購入しているが、電子ブックに関して
はベンダーから独自に提供されている書誌データ
を図書館システムに取り込むケースが多い。今後
は電子ブックについても書誌データを迅速に取り
込むなど、WINE検索の利便性を高めていきたい。

管理面からは、契約している電子資料の数が多
くなってきたということがある。電子資料を管理
するためシステム、いわばデータベースのデータ
ベースが必要になってきている。システム的な対
応としては、既にElectronic Resource Management

（ERM）を導入しており、データベース・電子ジ
ャーナル等の概要だけでなく、契約の諸条件、コ
ンタクト先の情報など多岐に渡る情報を入力して
いるが、今後、本格的に活用していくことが必要
であろう。

一方、日本語の電子資料は、海外のそれと比較
して、まだまだと思われるところもある。例えば、
利用統計がとれないデータベースがある。これか
ら導入する、または導入したデータベースがどの
くらい使われているのかトライアル時および導入
後にわからないと数値的には評価できない。

あるいは、利用回数等に応じて支払うべき金額
が決まってくる従量制であるため、導入するにあ
たっては「敷居が高い」データベースも、まだ、
かなりの数ある。

大学図書館として利用者にサービスを提供する
にあたり、望ましい電子資料のあり方についてベ
ンダーに提案していくことも図書館員に望まれる
ことだと思う。

１）http://www.screal.org/apache2-default/Publications/SCREAL_REPORT_
jpn8.pdf

２）http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/
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2008年11月26日に図書館ホームページの日本語版
が、ついで2009年5月19日に英語版がそれぞれリニ
ューアルされ、公開された。本稿では、日本語版、
英語版それぞれの特徴、改善点について報告する。

■日本語版について
大きな特徴は主として3点ある。まず、旧来のホ

ームページと比較して、利用者の視点から、利用
者が望むと思われる、様々な資料、学術情報にア
クセスしやすいように改善した。具体的にはトッ
プページに簡易検索ウィンドウを設け、「WINE

（OPAC）」、「学術情報検索（データベース）」、「電
子ジャーナル」の3タイプの学術情報につき検索で
きるようにした。これにより、利用者の資料検索
に伴う時間を減らすことが出来たと考えている。

次にガイド機能を強化したことが挙げられる。
旧来はサイトの構成上の問題もあり、利用者の研
究、学習の支援という点で、情報量が多くは無か
った。今回、新たに「リサーチNAVI」、「ガイド&
チュートリアル」という項目をそれぞれ設け、本
学図書館が長年に渡り蓄積してきた図書館リテラ
シーのノウハウを集約し、発信した。更には

「Q&A」を設け、過去において、利用者から寄せ
られた様々な質問の他、オンラインレファレンス
で受け付けた相談を「レファレンス事例集」とし

て載せることにより、利用者の情報リテラシー、
利便性の向上を図った。

そして3点目は、図書館情報を一元化し、これま
でバラツキがあった各図書館・図書室のページの
スタイルや内容を統一した。これにより異なるキ
ャンパスで研究、学習をする利用者の目的に合っ
た、図書館利用のサポートをすることが出来るよ
うになった。

■英語版について
英語版の最大の特徴は、旧来と比較し、英語ペ

ージの量が大幅に増えたことである。ホームペー
ジ上部の「日本語」、「English」の切り替えボタン
をクリックすることにより、原則として日本語と
英語が対になるように、英語ページを作成した。
ページの作成段階で、欧米の大学図書館のホーム
ページ、および関連する論文、資料を参考に、い
わゆる図書館専門用語、略語は極力使用せず、日
本語、英語、ともに母国語としない利用者にとっ
て、分かりやすい平易な英語を使用するように努
めた。その際に、以前は使用する単語にバラツキ
があったので、統一し、利用者が混乱しないよう
に心がけた。

■今後について
以上の点において、図書館ホームペ

ージは大きく生まれ変わった。利用者
の図書館利用、研究活動の一助となる
ことを期待したい。ホームページをリ
ニューアル、公開したからと言って、
それで全てが終わるわけではない。情
報は常に新しくなり、利用者が求める
ものも絶えず変化し続けている。今後
は、システム的に各担当箇所で情報を
更新できるようにもなったので、各担
当箇所の責任のもと、利用者のニーズ
にあった情報を提供して行くことが必
要である。

図書館ホームページ（日・英）のリニューアル

外 山 　 智 信（情報管理課）

(リニューアルされた図書館ホームページ)
http://www.wul.waseda.ac.jp/index-j.html
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利用したい資料が早稲田大学図書館に所蔵され
ていない場合は、他大学・研究機関の図書館に出
向いて閲覧することができますが、多くの場合、
紹介状が必要となります。

なお、一部の国公立大学図書館や図書館協定校<
慶應義塾大学・同志社大学・一橋大学>の図書館に
ついては学生証・教職員証での入館が可能です。
図書館協定校の詳細については「図書館協定校の
図書館利用について」１）をご覧下さい。

利用者支援課では、非来館型サービスの一つと
して、学部学生・大学院学生・教職員（非常勤講
師、助教、助手を含む）の方々を対象に、2008年
12月10日からオンラインによる紹介状申し込みの
サービスを開始しました。

・オンライン紹介状申し込みのメリット①

通常は、訪問先の大学等に、利用希望の資料名
や訪問希望日等を連絡し、許可を得ない限り紹介
状を発行することができません。そのため、従来
は、紹介状の「申し込み時」と「受け取り時」で、
少なくとも二回はレファレンスカウンターにおい
でいただく必要がありました。しかし、本サービ
スによって「申し込み時」は、ご来館いただく必
要がなくなりました。また、専任教員の方につき
ましては、紹介状の「受け取り」についても、研
究室宛の送付サービスを開始いたしました。なお、
貴重書の閲覧など、資料によっては、何度かご来
館いただく必要のある場合もありますのでご了承
ください。

・オンライン紹介状申し込みのメリット②

従来は、紹介状の「受け取り時」に、利用希望
資料名などをご自身で紹介状にご記入いただいて
おりましたが、オンラインでお申し込みいただい
た場合は、申し込み時のデータを利用して紹介状
を作成することができますので、すぐに紹介状を
お渡しすることができるようになりました。

・オンライン紹介状申し込みをご利用いただくには

Waseda-net portalのシステムサービス-申請フォ
ーム入力から、「図書館（中央図書館）紹介状申し
込み」をお選びください。訪問先が国内の場合は、
利用を希望する資料名、訪問先、日程をご記入く
ださい。資料についてはNACSIS Webcatにデータ
のあるものについては、コード番号をご記入くだ
さい。発行までには、通常２日～４日必要となり
ますので、余裕をもってお申し込みください。

・海外の図書館等に対する紹介状について

海外の図書館等向けの紹介状も発行しておりま
す。ただし、海外では、国内のように決まった紹
介状制度があるわけではありませんので、訪問先
の図書館に入館するには何が必要かを、事前にご
自身で十分調査してください。申請フォームには、
訪問希望先(ホームページがある場合は、そのURL
も)、ご自身の専門分野等をご記入ください。なお、
図書館長の決済が必要となるため、即日の発行は
できませんので、余裕をもってお申し込みくださ
い。

申請にあたっては、各申請フォームにある注意
書をよくお読みください。図書館ホームページ

「学外図書館の訪問利用（学内者対象）」２）「紹介状
申し込みのご利用方法」３） も併せてご覧くださ
い。

オンライン紹介状申し込みのサービス

御 園 　 和 之（利用者支援課）

■注　いずれも、早稲田大学図書館ホームページ
１）「図書館協定校の図書館利用」
http://www.wul.waseda.ac.jp/Services/kyoutei.html
２）「学外図書館の訪問利用（学内者対象）」
http://www.wul.waseda.ac.jp/Services/non-waseda_visit.html
３）「紹介状申し込みのご利用方法」
http://www.wul.waseda.ac.jp/Services/online-request_shoukaijou.html
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2008～2009年度図書館日誌（中央図書館）

2008年度

4. 1 入学式につき図書館を開放

4. 15 アラブイスラーム学院（サウジアラビア）図書館長来訪

4. 24 河南師範大学（中国）副学長一行来訪

5. 23 貴州省（中国）大学関係者一行来訪

6. 3 安養高等学校（韓国）生徒来訪

6. 10 図書館協議員会（第1回）

7. 2 ノースカロライナ大学（アメリカ）大学院生来訪

7. 2 広東省（中国）研修団来訪

7. 15 復旦大学（中国）一行来訪

7. 22 夏季長期貸出（9.21まで）

7. 28 電子媒体検討委員会（第1回）

7. 29 ラチャモンコン・クルンテープ大学（タイ）一行来訪

7. 30 西早稲田中学校職業体験（8.1まで）

8. 1 夏季休業期間につき開館時間短縮（9.20まで）

8. 1 オープンキャンパスにつき図書館を開放（8.3まで）

8. 20 全北大学校（韓国）一行来訪

8. 26 行政院農業委員会（台湾）一行来訪

9. 8 慶應義塾大学、立教大学実習生研修（各2名、9.19まで）

9. 12 マルクブロック大学（フランス）副学長来訪

10.26 ホームカミングデーにつき図書館を開放

11. 4 河南理工大学（中国）一行来訪

11. 5 図書館協議員会（第2回）

11.26 図書館ホームページ（日本語）リニューアル

12. 8 武漢省教育関係者（中国）一行来訪

12.15 電子媒体検討委員会（第2回）

12.16 図書館協議員会（第3回）

12.24 冬季休業期間につき開館時間短縮(1.7まで）

1. 23 電子媒体検討委員会（第3回）

2. 4 図書館協議員会（第4回）

2. 10 北京師範大学珠海分校（中国）一行来訪

2. 12 入試期間につき開館時間短縮（2.21まで）

2. 17 尚絅大学司書課程一行来訪

3. 10 トロント大学図書館日本関係ライブラリアン来訪

3. 23 図書館学習支援連携委員会（第1回）

3. 25 卒業式につき図書館を開放

2009年度（12月まで）

4. 1 入学式につき図書館を開放

4. 14 上海大学文学院教授一行来訪

5. 13 図書館学習支援連携委員会（第2回）

5. 19 図書館ホームページ（英語）リニューアル

6. 25 那須高原海城高等学校一行来訪

6. 26 図書館協議員会（第1回）

7. 6 東京都私立中学高等学校協会東京私学教育研究

所学校図書館研究会一行来訪

7. 15 図書館学習支援連携委員会（第3回）

7. 21 夏季長期貸出（9.18まで）

7. 23 福島県立福島高等学校図書部一行来訪

7. 27 西早稲田中学校職業体験（7.29まで）

7. 28 電子媒体検討委員会（第1回）

8. 1 夏季休業期間につき開館時間短縮(9.20まで）

8. 1 オープンキャンパスにつき図書館を開放（8.3まで）

8. 5 昭和女子大学司書課程一行来訪

8. 19 群馬県高等学校教育研究会図書館部会一行来訪

8. 20 東邦大学付属東邦高等学校図書委員会一行来訪

8. 27 湖南省行政学院大学訪日視察団一行来訪

8. 28 東京都高等学校国語教育研究会研究部一行来訪

9. 7 慶應義塾大学実習生研修（2名、9.18まで）

9. 30 図書館学習支援連携委員会（第4回)

10. 7 広島県立府中高等学校生徒一行来訪

10.16 韓国私立大学図書館協会 (KPULA) 一行来訪

10.18 ホームカミングデーにつき図書館を開放

10.19 KACST（King Abdul Aziz City for Science and

Technology)（サウジアラビア）会長来訪

11. 5 図書館協議員会（第２回）

11.12 セントラルアリゾナカレッジ（アメリカ）司書来訪

11.19 バフチェシェヒル大学（トルコ）研修団来訪

12.11 電子媒体検討委員会（第2回）

12.15 図書館協議員会（第3回）

12.24 冬期休業期間につき開館時間短縮（1/5まで）
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